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要旨 

社会情動的スキルは幼児期に育成することが極めて重要である。こうしたソフトスキルは、健全

な子どもの発達の保護的要因であるレジリエンスを確立するための基礎となる。本研究では、

保育者の「社会情動的スキル」と「レジリエンス」という用語の理解と、4～6 歳児のレジリエンスを

育むために保育施設で行われている実践について調査した。オンラインによる詳細なインタビ

ューの対象者として、非確率抽出法であるスノーボールサンプリングを用いてタイの保育者 11
名を選び、半構造化質問を用いたインタビューを行った。その逐語記録をもとに内容分析を行

い、リサーチ・クエスチョンに対する回答データを生成した。回答データの結果、タイの保育者

は、子どもが幸福で成功した人になるための重要なスキルとして、社会情動的スキルとレジリエ

ンスを重視していることが判明した。保育者 11 名のうち 2 名は「レジリエンス」という言葉を聞い

たことがなかったが、「社会情動的スキル」については全員がよく知っていた。社会情動的スキ

ルは社会情動的な発達に関連するものとして、タイの 2017 年国家幼児教育カリキュラム（改訂

第 2 版）に記述されている。社会情動的スキルとレジリエンスを育成する取り組みは、次の 3 つ

の側面から構成される：1) 物理的環境：居心地の良い家庭的な環境や広いプレイルームなど、

2) 活動：芸術的活動、マインドフルネス・トレーニング、7 つの習慣、実行機能、感情に関連した

物語、自由遊び、音楽と運動、料理、感情カードを使った感情のチェックインとチェックアウト、

感情日記、タイの伝統的なゲームやボードゲーム、自己評価ワークシートなど、3) 保育者による

指導：模範を示す、前向きな規律、クラスのルールづくり、適切なタスクの割り当て、感情を認識

する方法の指導、個人／ペア／グループでの作業割り当て、バディ制度の採用など。 

キーワード：保育者、視点、レジリエンス、幼児 
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はじめに 

将来の国民の質は 0 歳から 8 歳までの育児および幼児教育・保育（ECEC）の質によっ

て決まる。タイの 2021～2027 年児童発達計画によると、幼児教育・保育（ECEC）のビジョンは、

全ての子どもが潜在能力を最大限に発揮し、質の高い国民となるよう育成することである。この

計画を実現するために提案された 7 つの戦略として、幼児向けサービスの提供、幼児のいる家

族の子育て力強化、保育所の質の向上、幼児情報システムの開発と統合、幼児期関連の法令

整備、研究開発の実施、手順・評価監視の管理・開発が挙げられる。このように、タイが目指す

幼児のイメージは、身体、情動、規律、社会性、知性を含む全ての発達領域においてバランス

の取れた子どもである。従って、就学前の 0～6 歳児を対象とした幼児教育・保育はウェルビー

イング、教育、社会福祉に焦点を置く（教育委員会事務局（OEC）、2021）。 

保健システム研究所（HSRI）は 2017 年に 2〜7 歳児の 30％に実行機能の遅れが見ら

れると報告した。このことは、自己制御の欠如、注意散漫、集中力の低下、衝動性、怒りっぽい

などの行動上の問題につながる可能性がある。社会情動的スキルは実行機能に関連している

ことが知られている。すなわち、社会情動的スキルは脳機能に絡み、思考プロセスへと誘導す

る（HSRI、2017 を Phromkat、2023 で引用）。実行機能は学習や仕事で達成する一連のメンタ

ル・プロセスである。理性的に思考する力、抑制制御、感情や行動を制御し、計画を立て、注

意を払い、指示を記憶し、順番に作業する力は全て実行機能によるものである。従って、実行

機能は目標を達成するために思考、感情、行動を制御する脳の力である（Pokam、2020）。その

結果、タイ教育省（MOE）は、幼児教育・保育プログラムの有効性を向上させ、幼児の発達の遅

れという問題に対処するために、実行機能を非常に重要視している。 

2 0 2 0 年以降、タイ教育省は、0～8 歳児全員の身体的、情動的、社会的、知的発達に

自己教育と実行機能を追加して、バランスのとれた発達に重点を置いた幼児教育政策を発表

している。幼児教育・保育プログラムに期待される成果とは、子どもが自尊心、自信、自己効力

感、自己抑制を身に付けるように育てることである（MOE、2020）。  

タイの教育委員会事務局（2022）によると、あらゆるレベルの学習者がコロナ禍の影響を

受けたとしている。オンライン学習によってストレス、不安、集中力の低下、学習に対する関心

や意欲の欠如、社会的スキルの低下が生じたからである。幼児の失われた学びを取り戻すた

めの対策として、学習プロセスの再設計、子どもの潜在能力を引き出す保育者や園長のスキル

育成、効果的な学びのための学校、家族、地域社会、関連セクターなどの関係者との連携、前

向きな姿勢と心身のウェルビーイングの重視などが挙げられる。2024 年 2 月、タイ教育省は、ス

クリーンタイム（デバイスを視聴する時間）の増加に伴い、育児の新たなキャンペーン「3 つの促

進、3 つの削減、3 つの増加」を提案した。この政策は、健康な幼児の発達を促進するための教

育委員会事務局（OEC）の対策とも合致している。「3 つの促進」では、保護者、保育者、地域社

会の正しい理解の向上、児童福祉の適切な改善、地方自治体や地域社会の強化、「3 つの削

減」では、スクリーンタイムの 5 0％削減、児童の幸福を取り戻すことによるストレスの削減、子ど

もに対する身体的および精神的な暴力の削減が挙げられている。一方、「3 つの増加」では、音

楽、スポーツ、体操など、幼児向けの遊びに基づく活動を増やす、物語の読み聞かせ時間を

増やす、家族と過ごす時間の質を向上させることが提唱されている（MOE 360、2024）。  
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先行研究によると、生活の質や生活満足度は、前向きな感情だけでなくレジリエンスに

も影響を与える（Cohn 他、2009）。Yoleri（2020）もまた、幼児のレジリエンスを育む上で大人が

重要な役割を果たしていること、子どもの年齢、忍耐力、気質がレジリエンスの予測因子である

と結論付けている。別の研究によると、年長の子どもは年少の子どもよりもレジリエンスが高いこ

とが判明している（Miljević-Riđički 他 2017、Yoleri 2020）。 

Pengping と Khayankij（2022）は、バンコクの未就学児のレジリエンスを促進する保育者

の役割を研究し、保育者が高いレベルでレジリエンスを促進していることを確認している。「学

びの環境の構築」に関しては、学びの管理よりも平均スコアが高かった。すなわち、保育者は、

社会的スキルの指導、遊びの促し、学び支援よりも、自身が手本を示すこと（模範として優しく

穏やかで、笑顔を絶やさず、ユーモアを見せるなど）、教室でのやりとり、クラス運営を重視して

実践していた。しかし、レジリエンスの育成に関する知識と実践についての保育者の知識は、

依然として不足していた。そのため、自分自身のレジリエンスを強化するためにスキルを向上さ

せなければならず、かつ子どものレジリエンスをサポートするためのガイドラインも必要としてい

た。この研究で推奨されたのは、成功事例に基づいたレジリエンスに関する詳細な研究を実施

し、子どもの将来的なウェルビーイングの基礎を築くことにつながるレジリエンス育成の重要性

を保育者が認識するためのガイドラインとすることであった。 

子どものレジリエンスを予測する 9 つの特性として、構造、結果、親子のつながり、堅固

な人間関係、力強いアイデンティティ、自制心、帰属意識／文化／精神性／人生の目的、権

利と責任、安全とサポートが挙げられる（Ungar、2022）。レジリエンスが高い子どもは、深刻な問

題や障害から精神的に回復する能力が高く、安全に成長し、発達する助けとなっている。レジリ

エンスは、家庭、社会、学校における環境や適切な保育・教育を通じて向上させることができる

（Fenwick-Smith 他 2018、Las Hayas 他 2019、Pinto 他 2021）。また別の研究では、レジリエンス

が前向きな感情と生活満足度の関係を仲介することも判明している（Cohn 他、2009）。 

ソフトスキル、すなわち社会情動的スキルやレジリエンスは、子どもが将来成功するため

に、そして BANI（脆弱性、不安、非線形、不可解さ）の世界や予測不能な状況で生き抜いてい

くために不可欠な性質という点で、重要である。先行研究では、子どものレジリエンスを強化す

ることは、特にコロナ禍のような困難な時期においては、子どもの生活の質を向上させるために

必要な手段であることを示唆している。最近では、幼児のレジリエンスを育成するプログラムや

カリキュラムが数多く見られる（Fenwick-Smith 他 2018、Las Hayas 他 2019、Pinto 他 2021）。し

かし、レジリエンスを育成するカリキュラムを効果的に実施するためには、保育者が知識を得

て、レジリエンスの本質を真に理解することが重要になる。本研究は、レジリエンスの概念に対

する保育者の視点と理解、および子どものレジリエンスを育み向上させる取り組みを調べること

を目的としている。本研究ではさらに、子どもの将来的なウェルビーイングを決定する要因であ

るレジリエンスを育成するための効果的なガイドラインを得ることも目的とした。 
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調査方法 

この定性研究では非確率抽出法であるスノーボールサンプリングを用い、私立保育園 6 ヵ所と

公立保育園 4ヵ所から 11名の保育者をケーススタディとして招いた。また、有意抽出法を用い、

保育者として最低 5 年の教育経験があること、最低 1 つの幼児教育資格を取得していること、

修士号または学士号を取得していること、ヴァルドルフ＝シュタイナー教育、モンテッソーリ教

育、ハイスコープ、プロジェクトアプローチなどの幼児教育アプローチを実践している私立保育

園で働いていること、または先導的／ベストプラクティス実践園である公立保育園で働いている

ことなどの条件に基づいて選定した。 

研究者は調査参加者に本研究の内容を説明し、個別のオンライン・インタビューを行ってデー

タを収集することについて承諾を得た。オンライン・インタビューの所要時間は約 1～1.5 時間、

インタビュー中は動画と音声の両方の情報を記録した。未就学児のレジリエンスを育成する視

点と取り組みに関するデータを引き出すために、半構造化インタビュー質問を用いた。内容妥

当性については専門家 3 名のチェックを受けた。結果の平均スコアは 0.875 と、高水準の内容

妥当性が確認された。インタビューの実施後、逐語記録で内容分析を行い、保育者が「レジリ

エンス」と「社会情動的スキル」という用語をどのように理解しているか、未就学児のレジリエンス

と社会情動的スキルを育成するためにどのような取り組みを行っているかを分析するデータを

作成した。 

 

調査結果 

保育者の経歴 

 調査参加者は 10 ヵ所の保育施設に所属する保育者 11 名で構成され、年齢は 30～55
歳、教育経験は 5～32 年であった。保育施設のうち、6 ヵ所は私立、4 ヵ所は公立であり、そのう

ち 4 ヵ所は異年齢合同クラスを設けていた。4 ヵ所の公立保育園は全て 2017 年幼児カリキュラ

ムを実施している。このうち、2 ヵ所がヴァルドルフ＝シュタイナー教育法、1 ヵ所が絵本ベース

のアプローチおよびプロジェクト型アプローチ、残りの 1 ヵ所がプロジェクト型アプローチのみを

採用していた。私立保育園のうち 2 ヵ所はモンテッソーリ教育法を採用しており、他の保育園は

プロジェクト型アプローチ、7 つの習慣 1、実行機能（E F）コンセプト、ハイスコープ、レッジョエミ

リア・アプローチ、オルフ教育法、モンテッソーリ教育法、感覚統合コンセプト、ホール・ランゲー

ジ 2、仏教アプローチなど、数多くの革新的な幼児教育法を実践していた（表 1 を参照）。 

 
1 スティーブン・R・コヴィー著「7 つの習慣」は、個人の効果性と対人関係の効果性を高めるためのフレームワーク。これらの習

慣は、自己改善を促進し、リーダーシップスキルを向上させ、協調的な取り組みを推進するように設計されている。それらは、主

に３つのグループに分類されている：私的成功、公的成功、再生。 
2 ホール・ランゲージ・アプローチ（WLA）は、フォニックスや個別のスキルを通じてではなく、意味のある文脈の中で完全な単語

やフレーズの理解を重視することで、読み書きを教える教育哲学。この方法は、言語を一貫した全体として捉え、読む、書く、

聞く、話す、を相互に関連したプロセスとして統合すべきだと主張している。 
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表 1：保育者（インタビュー対象者）の経歴 

番

号 
年

齢 
性別 教育

経験 
施設

タイプ 
施設の

場所 
クラス編成 教育法 職位 T:C 比率 

1 40 女性 7 年 私立 北東部 N-P6 
（2-12 歳） 

異年齢合同 
3-6 歳 

モンテッソーリ教育法 園長 1:25 

2 36 女性 12
年 

私立 東部 N-S3 
2-15 歳 

国家幼児教育カリキュラ

ムとプロジェクト型アプロ

ーチ、実行機能、資質・

能力ベースカリキュラム、

7 つの習慣、感覚統合を

統合 

年長 
クラス担任 

1:25 

3 43 女性 12
年 

私立 バンコク K 
2-6 年 

異年齢合同 
3-6 歳 

 

国家幼児教育カリキュラ

ムとハイスコープ、レッジョ

エミリア、オルフ教育法、

モンテッソーリ教育法を

統合 

全幼児クラ

ス（読み聞

かせ、副園

長） 

3:25 

4 55 女性 32
年 

公立 バンコク K-P6 
3-12 歳 

国家幼児教育カリキュラ

ムと絵本ベース、プロジェ

クト型アプローチを統合 

年長  
クラス担任 

1:25-30 

5 50 女性 27
年 

公立 中央部 K-P 6 
4-12 歳 

異年齢合同 
4-6 年 

国家幼児教育カリキュラ

ムとヴァルドルフ–シュタイ

ナー教育を統合 

クラス担任 2:26 

6 34 女性 13
年 

私立 バンコク K-S12 
3-18 歳 

 

国家幼児教育カリキュラ

ムとプロジェクト型アプロ

ーチを統合 

全幼児クラ

ス 
（遊び、特

別教師) 

1:22-23 

7 37 女性 5 年 私立 北東部 N-P3 
(2-9 年) 

異年齢合同 
3-6 歳 

モンテッソーリ教育法 園長 4:30 

8 48 女性 14
年 

公立 北東部 K-S3 
4-15 歳 

国家幼児教育カリキュラ

ムとヴァルドルフ–シュタイ

ナー教育を統合 

年中  
クラス担任 

1:13 

9 31 女性 5 年 私立 東部 N-S3 
2-15 歳 

国家幼児教育カリキュラ

ムとプロジェクト型アプロ

ーチ、実行機能、能力ベ

ースカリキュラム、7 つの

習慣、感覚統合を統合 

体育教師 
乳児から年

長 

1:25 

10 42 女性 17
年 

私立 バンコク N-S12 
2-18 歳 

国家幼児教育カリキュラ

ムとハイスコープ、レッジョ

エミリア、ホール・ランゲ

ージ、実行機能、仏教を

統合 

年長  
クラス担任 

2:25 

11 30 女性 7 年 公立 バンコク K-P6 
3-12 歳 

国家幼児教育カリキュラ

ムとプロジェクト型アプロ

ーチを統合 

年長  
クラス担任 

1:30 

 
注: N = 保育園（２歳～）、K = 幼稚園、P = 小学校、S = 中学校 
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 社会情動的スキルとレジリエンスの認知と理解 

11 名の保育者全員がタイの国家幼児教育カリキュラムに記述されている「社会情動的ス

キル」の用語についてはよく知っていたが、うち 2 名は「レジリエンス」の用語を聞いたことがなか

ったと答えている。保育者たちは社会情動的スキルがレジリエンスに関連していると考えてい

た。 

 社会情動的スキルは非常に重要であり、可能な限り早期に育成、実践する必要がある 

 保育者は皆、社会情動的スキルについて、幸福で成功する人生を目指し、社会で他者

とうまくやっていき、人生の目標を達成するために不可欠であると考えている。社会情動的スキ

ルは、タイの国家幼児教育カリキュラムで言及されている「社会情動的な発達」に関連してお

り、非常に幼い時期から育成、実践されるべきものである。保育者のうち 3 名は社会情動的スキ

ルのサブスキルとして自己理解、自己管理、他者理解、人間関係の構築、責任ある意思決定

の 5つの能力を挙げており、他の保育者は社会情動的スキルとして感情の認識、感情調整、感

情制御、感情管理、自己のニーズの理解、注意深さ、忍耐力、自信、問題解決、共感力を挙げ

ている。 

ある保育者は、家庭で社会情動的スキルを育むには、保育者だけでなく保護者も重要

な役割を担っていると述べている。 

「社会情動的スキルは人生の基礎となるものであり、急速に変化する世
界において新たな環境に適応し、幸福な生活を送るために必要なもの」 

    保育者 10（表１参照、以下同） 
       （2024 年 1 月 6 日） 

 

「社会情動的スキルはレジリエンスと関係しています。このようなスキルが
ないと、他人とうまく付き合えなかったり、行儀が悪かったり、不適切な判
断をしたりして、グループに受け入れられず、仲間外れにされる可能性
があります」              保育者 11 

                    （2024 年 1 月 7 日） 

  

子どもが予測不能な世界に適応していくためにはレジリエンスが重要である 

パンデミックの勃発後、レジリエンスという用語は幼児教育・保育（E C E C）分野で広く知

られるようになってきた。保育者たちは皆、幼児期にレジリエンスを育成することは非常に重要

だと答えていた。ある保育者はレジリエンスが神経科学の概念に関係していると述べている。レ

ジリエンスは人間が障害や困難に上手く対処し、克服するために用いるスキルであり、個人の

性質と環境保護要因という 2 つの要素で機能する。大人が子どものレジリエンスを育成する適

切な環境を提供することが非常に重要となる。ただし、レジリエンス自体は柔軟性があり、生涯

を通じて良くも悪くもなる可能性がある。また、回復する力だけでなく前進する力も備える。すな
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わち、困難を克服した後、次の段階に進み、あらゆる問題に直面することにより、さらに強くなっ

ていく。 

「レジリエンスは、私たちが失敗や失望、ネガティブな状況に長い間とら
われないように手助けするものです。凝り固まった考え方ではなく、柔軟
に考える力、そして、困難を乗り越える力を与えてくれます」 

保育者 3 
       （2023 年 12 月 29 日） 

 

「現在の予測不能な世界では、子どものレジリエンスを育むことが非常
に重要になります。子どもたちが将来、予測不能な世界に適応できるよ
うになるためには、かなり幼い頃からこのスキルを教えることが大切です」 

      保育者 1 
       （2023 年 12 月 19 日） 

 

レジリエンスの高い子どもは幸福で明るく、好感がもて、平和的である。友達や大人から

愛され、受け入れられている。リスクを恐れず、自主性、独立心、自尊心、自己肯定感をもって

おり、神経質になりすぎず、無力感ですぐに泣いたりもしない。さらに、自分の考えを他者に伝

え、愛と思いやりを他者に示し、自分自身で問題を解決する力をもっている。 

「レジリエンスが高い子どもは、柔軟で楽観的に考え、明るく好感がもて、どん
な困難や問題にも敏感に反応しすぎず、問題を解決することができます」 

      保育者 8 
       （2023 年 12 月 20 日） 

 

 
未就学児のレジリエンスを育成するための取り組み 

  レジリエンスを育成する取り組みは、物理的環境、学びの活動、保育者の指導という 3 
つの側面で構成される。 

1) 物理的環境： 4 名の保育者は、4～6 歳児の社会情動的スキルとレジリエンスを育成

する取り組みとして、子どもを落ち着かせるためのピースコーナー（peace corner）を設けるなど、

物理的環境に配慮していると答えている。ピースコーナーには、座り心地のいいビーズクッショ

ン、本、花、さらにはエッセンシャルオイルのボトルなどを配置している。また、モンテッソーリ教

育とヴァルドルフ＝シュタイナー教育の 2 つの教育アプローチでは、芸術的な環境や家庭的な

環境について言及していた。 
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「モンテッソーリ教育法では、平和のための教育という究極の目標があるため、
レジリエンスの育成が支持されています。ピースコーナーは、喧嘩している子
どもたちを落ち着かせるためにビーズクッションなどを置いた居心地の良い環
境です...」                             保育者 4 
                     （2023 年 12 月 19 日） 

 

「…異年齢合同グループの子どもたちのために、清潔で整然とした芸術的な
環境や家庭的な環境を設けています…」                 保育者 2 
            （2023 年 12 月 29 日） 

    ある保育者は、「社会性と情動の学習（SEL）」の概念を取り入れ、通常より 2 倍の広さ

のプレイルーム室を設けていると答えていた。ここでは、気持ちを落ち着かせる場所、（身近に

ある素材を使う）ルースパーツ遊び、小さなジム、ごっこ遊びのために 4 つのコーナーが用意さ

れており、各教室で毎月テーマを決め、週に 1 回 50 分のセッションを行っている。また、落ち着

いた雰囲気を演出するために自然環境音の BGM も流している。 

「私たちの園は、「社会性と情動の学習（SEL）」の概念を取り入れたプレイルー
ム（クリエイティブルーム）を設けています。この部屋は保育室の 2 倍の広さが
あり、4 つのコーナーには、気持ちを落ち着かせる場所、ルースパーツ遊び、
ボールプールがある小さなジム、ごっこ遊びができる場所を設けています」 

      保育者 3 
       （2023 年 12 月 26 日） 

 

2) 学びの活動：モンテッソーリ教育を実践している保育園から来た 2 名の保育者は、モ

ンテッソーリ教育の活動自体が社会情動的スキルとレジリエンスを育成すると述べている。例え

ば、日常生活、フラワーアレンジメント、礼儀と作法の練習などが挙げられる。 

「…モンテッソーリ教育の活動は社会情動的発達を促すものです。異年齢合
同クラスでは 4 つの実習を行っています。そのうちの 1 つである「日常生活」で
は、子どもたちが人として独立して生きていけるように、自分自身の面倒をみる
ことを学びます」                   保育者 11 
              （2023 年 12 月 28 日） 

 

ヴァルドルフ＝シュタイナー教育については、2 名の保育者が「自由遊びは保育者の

介入を受けずに子どもたちが社会情動的スキルとレジリエンスを実践する最良の機会」であると

答えていた。他の 2 名の保育者も、自由遊びはこれら全てのスキルを育成するための最適な活

動であると述べている。自由遊びを 1 人で、ペアを組んで、少人数のグループで、あるいはクラ

ス全員で行うことにより、社会情動的スキルを実践する機会が得られる。また、異なる私立幼稚

園から来ている 2 名の保育者は、全ての園児が一緒に遊ぶ「自由デー」を設けていると答えて

いる。その日は、保育者が複数の遊びコーナーや遊び場を設け、いろいろなクラスの子どもた

ちが一緒に遊んだり、別の教室で何をするかを決めたりすることができる。さらに、1 人の保育者

https://www.blog.crn.or.jp/lab/01/151.html
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は、子どもたちがタスクに対する感情（怒り、喜び、中立状態など）やパフォーマンスを評価する

ために使用する自己評価ワークシートについて言及していた。 

 

「私たちの園では毎週金曜日を「自由デー」と決め、別の教室で半日何をし
たいかを子どもたちに決めさせています」                  保育者 9 
         （2024 年 1 月 6 日） 

 

「自由デーには、全ての園児が、おやつの時間も含め、半日一緒に遊びま
す。保育者は子どもたちのために遊び場を企画します。子どもたちはどの
学びの場 3 に参加するかを計画し、一日の終わりに自分のパフォーマンス
を振り返ります…」                          保育者 6 
                     （2023 年 12 月 21 日） 

 

社会情動的スキルを育成する芸術的活動については、音楽、運動、美術工芸、料

理、ボードゲーム、タイの伝統的なゲームなどが挙げられた。全ての活動は、個人、ペア、小グ

ループ、クラス全体で行われていた。 

「私は社会情動的スキルに関連のある物語を用い、色に応じて感情を表現
するツールとしてアートを提供しています...」                                保育者 1 0 
             （2024 年 1 月 7日） 

感情の認識に関する手法としては、感情カードを使った感情のチェックイン・チェック

アウト（保育者 6 名）や、読み聞かせの後に話し合うこと（保育者 4 名）などが挙げられた。1 人の

保育者は、1 日を始める前に 3 0 分間のマインドフルネス・トレーニングをブレイン・ジム・エクサ

サイズ（身体の正中線を横切る身体運動に関連した 5〜10 分間の活動で、子どもたちが学び

の準備をする手助けとなる）と共に実行していると述べた。別の保育者は、1 日の終わりに感情

日記（子どもたちがその日の気持ちを反映して絵を描いたり、色を塗ったりできる）を用いてそ

の日の感情を振り返り、計画・実行・評価ステップにより子どもたちの考えを共有できるようにし

ていると答えている。また、同じ私立保育園に所属する保育者 2 名は、1 日を通して実践してい

る日常的なルーティンを挙げている。この保育園は、「7 つの習慣」（前向きに行動すること、終

わりを念頭に置いて始めること、大事なことを優先することなど、子どもが潜在能力を最大限に

発揮できるようにするための原則と習慣）と実行機能（学びに用いる脳のスキル、すなわち、作

業記憶、抑制機能、認識柔軟性、注意力）を実践している施設である。 

「…私は毎朝、ホームルームで子どもたちをペアで組ませて感情を共有さ
せる感情チェックから始めています。そして一日の終わりには、感情日記を
使って子どもたちがその日に感じたことを振り返ります。また、計画・実行・

 
3 「学びの場」は、子どもたちが独立した自主的な学習活動に取り組むために教室内に設けた独立式のセクションである。 
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評価ステップも活用し、毎週 5 人の子どもに自分の作業や障害に対する考
えや気持ちを共有してもらいます。どのように問題を乗り越えたか、何を誇り
に思っているか、それはなぜか、といった質問を行い、さらに 1 人の子ども
を選び、その経験をクラス全員で考えてもらいます」                      保育者 9 
            （2024 年 1 月 6 日） 

 

「私たちは 7 つの習慣と実行機能の概念を教育と学びに取り入れていま
す。7 つの習慣の目的は、日常生活を幸福に過ごすことです。まず、個人
的なことから始めます。前向きになり、自己を制御し、選択を行い、結果に
責任をもつことです。そうすることにより、子どもたちが自分の感情を認識
し、自分の意思決定や保育者の促しに従って反応したり表現したりするの
に役立ちます」                           保育者 8 
        （2023 年 12 月 20 日） 

 

「私たちは子どもたちに積極的になること（習慣 1）、選択すること、そして自
分の決定に責任をもつことを教えています。子どもたちは、何をすべきか、
どのように改善すべきかを指示されることなく、保育者のフィードバックを振
り返り、そこから学ぶ方法を教わります。7 つの習慣では、幼児クラスから基
礎として学び始め、5 歳から共有の概念を学びます。習慣 1 から 3 は、いわ
ゆる「私的成功（private victory と）の基礎であり、習慣 4 から 6 は「公的成
功（public victory）としてグループ化されています 4」                         
保 育 者 1 
         （2023 年 12 月 29日） 

 

私立保育園所属の保育者 1 名は、子どもたちが掃除や食卓の準備などで思いやり

や責任感をもつことを体験できるように、日常的なボランティアスケジュールを立てていると述べ

ていた。 

3) 保育者の指導：モンテッソーリ教育を実施している保育園に所属する保育者 2 名は、

モンテッソーリ教育法が社会情動的スキルやレジリエンスの育成を支えていると述べている。例

えば、子どもが自分自身、他人、そして環境を尊重できるように、前向きな規律と模範を示すな

どである。さらに異年齢合同クラスでは、子どもの共感力を育成するだけでなく、子ども一人ひ

とりの能力に応じてタスクの困難を反映させたモンテッソーリ教育の作業ステップ、すなわちタス

クを選択し、取り組み、繰り返すことを行わせている。保育者は、子どもたちのニーズと困難に

応じてタスクを割り当て、子どもたちが自分でタスクの難しさを乗り越えていけるようにしている。 

 

 
4 私的成功：個人の熟達を強調し、望ましい結果を定義し、成功のための内的な基盤を築くことに努力を集中させる。公的成

功：他者との協力とシナジーを育み、一人では成し遂げられないことを共に達成できる強い関係を構築する。 
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「モンテッソーリ教育法は、いわゆる共感力に基づき、年長の子どもが年少
の子どもを手助けする異年齢合同クラスの概念を通じてレジリエンスの育成
を促しています。また、選択、作業、繰り返しという手順に従って作業するこ
とは、子どもたちがそれぞれのタスクを達成するのに助けとなります。これは
個 人 に 合 わ せ た 授 業 計 画 の よ う な も の で す. . . 」 保 育 者 1 1 
       （2023 年 12 月 28 日） 

保育者たちが述べているように、レジリエンスを育成するために直接的および間接的

な指導が用いられている。直接的な指導では、子ども一人ひとりの違いに応じて、年齢に適し

た難しさの最適なタスクを割り当てる。また、それぞれの感情の呼び方、感情や怒りを管理する

方法も教えている。その他の手法－もめごとの解決、計画・実行・評価、前向きなコミュニケーシ

ョンなど－は、原因と結果を理解するのに役立つ。間接的な指導では、保育者が模範となるこ

と、進行役やガイドを務めること、愛情、思いやり、慰めを示すことなどが挙げられる。保育者た

ちは常にオープンクエスチョンを投げかけ、子どもたちが自分自身で解決策を見つけられるよう

に手助けする。さらに保育者たちは、バディ制度（保育者 1 名）、保育者のフィードバック（保育

者 5 名）、クラスのルールづくり（保育者 3 名）についても言及している。 

 

「私は間接的および直接的な指導法を使ってレジリエンスを育むようにして
います。簡単ではないが難しすぎることもないように、やりがいのあるタスク
を選んで子どもたちに挑戦させています。それぞれの感情の呼び方や怒り
を管理する方法も教えています。子ども一人ひとりの違いを認識し、愛情と
思いやりを示し、子どもたちを比較することを避けています。さらに、感情カ
ードを使ったハイスコープアプローチに従ってもめごとの解決のテクニック
を活用しています」                                     保育者 5 
       （2023 年 12 月 21 日） 

 

「私は年齢に応じたタスクを選ぶことにより、全ての子どもが達成できるよう
に努めています。子どもたちの発達状況や年齢に応じてタスクを割り当てて
います」                            保育者 4 
         （2023 年 12 月 21日） 

 

「私はバディ制度を用いて、子どもたちが互いに思いやりをもち、仲良くなる
ようにしています」             保育者 10 
             （2024 年 1 月 7日） 
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結論および考察 

タイの保育者たちは、「レジリエンス」の用語よりも、国家カリキュラムに記述されている

「社会情動的スキル」の用語の方をよく知っていた。コロナ禍の後、タイの子どもたちはソーシャ

ルディスタンス政策の影響を受けた。保健システム研究所（HSRI）の 2017 年報告書によると、2
～7 歳児の 3 0％に実行機能の遅れが見られることが明らかになった。そのため、タイの教育委

員会事務局は、児童のウェルビーイングと幸福を取り戻し、失われた学びを回復させるために、

「3 つの促進、3 つの削減、3 つの増加」という新たなキャンペーンを最近公表した。 

タイの 2017 年国家幼児教育カリキュラムには社会情動的発達の望ましい特性が提示さ

れている。例えば、健全なメンタルヘルスをもち幸福であること、芸術的な活動を通して感情を

表現できること、健全な感情と道徳性を見せていること、他者と上手く付き合えること、立憲君主

制のもと民主社会の良き一員であること、などが挙げられる（タイ教育省、2 0 1 7）。これらの資質

は、タイ教育省の 20 20 年計画で追加された幼児の資質、すなわち自己教育と実行機能に対

応している。望ましい学習成果として、自己肯定感、自信、自己効力感、自己抑制が指摘され

ている（教育省 360、2024）。 

そのため、インタビューを受けた保育者たちは皆、社会情動的な発達に関連するスキル

やレジリエンスを重要視していた。これらのスキルは将来の成功と幸福な人生の礎となるからで

ある。さらに保育者たちは自分が立ち直った直接的な過去の経験も持ち合わせている。Masten
と Barnes（2018）によると、レジリエンスとは非常に幼い頃から育む必要がある重要な心理状態

である。レジリエンスは子どもたちを嫌な経験から守り、将来傷つかないようにするための保護

要因となり得る。従って、大人は幼い子どもたちにこうしたスキルを実践する機会を提供し、子ど

もたちが自分自身で困難に立ち向かい、克服できるようにする必要がある（Hurley、2020）。 

 タイの保育者たちが社会情動的スキルを育成するために行っている取り組みや活動と

して、1) 自由遊びに重点を置いた居心地が良く温かい家庭的な環境や広い保育室を子どもた

ちに提供すること、2)  アート、音楽、運動、料理、読み聞かせ、マインドフルネス・トレーニング、

タイの伝統的なゲームやボードゲームなどの芸術的活動を行うことにより、感情を認識し、表現

する力を育むこと、3) 感情を認識し制御するやり方の模範を示す、前向きな規律、クラスのルー

ルづくり、年齢や能力に応じたタスクの割り当てなど、保育者による指導を行うことが挙げられ

る。Pengping と Khayankij（2022）が述べているように、タイの保育者による社会情動的スキルを

育成する取り組みは、子どものレジリエンスを育む保育者の役割に関連している。子どものレジ

リエンスを育む上で保育者が担う重要な役割は 2 つあり、学習環境に配慮することと経験を提

供することが挙げられる。 

 Ernst ら（2018）が述べているように、レジリエンスは動的で状況依存性や可鍛性という性

質をもつ。レジリエンスの性質、すなわち、リスクを恐れず、好奇心をもち、勇敢であり、自信が

あり、自己認識力が高いなど、レジリエンスの高い子どもを育むには、大人が子どもたちにさま

ざまな困難やタスクを与え、自分で解決または克服する方法を学ばせる必要がある。従って、

子どもが主導する活動である自由遊び、特にルースパーツを用いた遊びなどは、自己抑制を

促進するため、レジリエンスを高める最適な方法と思われる（D’Silva、2021）。 
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McDonald ら（2019）は、子どものレジリエンスの育成における親の役割と要因を認識で

きるように、保護者たちを教育すべきであるという考えを支持している。子どものレジリエンスは

親の影響のみではなく、家族、学校、地域社会など複数の要因によって影響を受ける。このこと

は、タイの保育者がインタビューで、「保護者が子どものレジリエンスの保護要因を確立するた

めの協力者」であると述べていたことでも明らかである。 

 

本研究の限界 

 本研究では、少数の保育者を対象に詳細なインタビューを行った。しかし、調査参加者

たちは公立保育園で働く者と私立保育園で働く者がおり、それぞれに異なる教育アプローチが

あり、異なるタイの地域に住んでいる。今後の研究では、地方、都市部、農村部など、より広い

地域を対象に、保護者と保育者のレジリエンスに対する視点を調べることが望まれる。さらに、

社会情動的スキルとレジリエンスの重要性と実践に関し、保育者の専門能力の開発と保護者の

教育を実施することにより、双方の知識と理解を深めることも望まれる。 
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